
 
アンドリス・ネルソンス 
指揮  
 
ボストン交響楽団⾳楽監督、ライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団ゲヴァントハウス・カペル
マイスター。この両ポジションに加え、両楽団を結ぶ先駆的な連携におけるリーダーシップにより、
グラミー賞受賞者であるネルソンスは、今⽇の国際舞台におけるもっとも名⾼く⾰新的な指揮者の
ひとりとして揺るぎない評価を確⽴している。 
 ボストンおよびライプツィヒの現ポジションには、それぞれ 2014／15 年シーズンおよび 18 年
2 ⽉に就任。19 年秋、ネルソンス、ボストン交響楽団、ゲヴァントハウス管弦楽団の三者にとって
画期的なプロジェクトが実現し、両楽団の連携の⼀環として、双⽅の楽団員で編成されたひとつの
ジョイント・オーケストラによる 3 公演がボストンのシンフォニー・ホールで⾏われた。双⽅オー
ケストラのパートナーシップが実を結び、20 年秋にはドイツ・グラモフォンから、祝典前奏曲を
含むリヒャルト・シュトラウスの代表的な交響作品の録⾳もリリースしている。2022 年５⽉には
リリースを記念し、ネルソンスとライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団は、ロンドン、ハンブ
ルグ、ウィーン、パリでオール・シュトラウス公演を開催。 
 2023/24 シーズンは、ボストン交響楽団と共に BBC プロムス、ルツェルン⾳楽祭、ザルツブル
ク⾳楽祭などの名⾼い⾳楽祭を含む欧州ツアーを成功させたほか、24 年１⽉にはカーネギーホー
ルに於いて、ピアニスト チョ・ソンジンとの共演、ショスタコーヴィチの歌劇《ムツェンスク郡
のマクベス夫⼈》を客演演奏した。ネルソンスはゲヴァントハウス管弦楽団を率いて台湾、韓国、
⽇本を含むアジア（23 年 11 ⽉）、欧州（24 年 3 ⽉）、と２つのツアーに乗り出し、チャイコフス
キーの交響曲を演奏予定。ヴァイオリニスト バイバ・スクリデおよびベルリンフィルハーモニー
との客演、シェーンブルン宮殿で⾏われるサマーコンサートを含むウィーン・フィルハーモニー管
弦楽団公演、トランペット奏者ホーカン・ハーデンベルガーを招いたロイヤル・ストックホルム・
フィルハーモニー管弦楽団公演の指揮など、多岐にわたり活躍。 
 ネルソンスはドイツ・グラモフォンと専属契約を結んでおり、これがボストン響、ゲヴァントハ
ウス管、そしてウィーン・フィルとの記念碑的なプロジェクトへ道を開いてきた。ボストン響とは
ショスタコーヴィチの交響曲全曲および歌劇《ムツェンスク郡のマクベス夫⼈》を録⾳しており、
このツィクルスはすでに最優秀オーケストラパフォーマンス賞、最優秀アルバム技術賞クラシック
部⾨を含む 4 つのグラミー賞に輝いている。また、ゲヴァントハウス管とは好評のブルックナー交
響曲ツィクルスを継続。2019 年にはベートーヴェン⽣誕 250周年を記念したウィーン・フィルと
のベートーヴェン交響曲全曲録⾳をリリースしている。 
 1978 年、リガの⾳楽⼀家に⽣まれ、ラトヴィア国⽴歌劇場管弦楽団のトランペット奏者として
のキャリアと並⾏して指揮を学ぶ。08〜15 年バーミンガム市交響楽団⾳楽監督、06〜09 年北⻄ド
イツ・フィルハーモニー管弦楽団⾸席指揮者、03〜07年ラトヴィア国⽴歌劇場⾳楽監督を歴任。 


